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平成２８年度調査研究 研究紀要

「わかる授業」で子どもたちの力を伸ばそう！
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本書の使い方 

本書では、「わかる授業」について理解を深めるための４つの研修プログラムと「わ

かる授業」に向けた授業研究の効果的な進め方を示しています。それぞれの活用方

法は、次のようになっています。 

＜「わかる授業」について理解を深める研修プログラム＞ 

 本書には、上記の４つの研修プログラムについて、「研修要項」「進行要領」「研修

の実際」を示しています。研修プログラムの概要を把握する際に役立ててください。 

 特に、「進行要領」には、進行役の発言例や指示を示していますので、誰でも簡単

に研修プログラムを実施することができます。 

ただし、研修プログラムを実施するためには、研修教材として「動画」が必要に

なります。「動画」については、下記の場所に保存しています。 

＜「わかる授業」に向けた授業研究の効果的な進め方＞ 

 「わかる授業」に向けた授業研究の効果的な進め方を理解できるように、下記の

４つの項目に分けて示しています。 

Part１では、「わかる授業」を目指す授業研究についての考え方を示しています。 

Part２～Part４では、授業研究の各場面における進め方のポイントを具体的に示し

ています。これらを参考にしながら、各学校における授業研究の進め方を工夫して

いただければと思います。 

研修プログラム① 「わかる授業」について考えよう！

研修プログラム② 「わかることの意味」について考えよう！

研修プログラム③ 「導入場面のポイント」について考えよう！

研修プログラム④ 「交流場面のポイント」について考えよう！

Part１ 「わかる授業」を目指す授業研究の進め方 

Part２ 模擬授業を生かした事前検討会 

Part３ 授業参観シートを活用した授業参観 

Part４ ワークショップ型の授業整理会

動画の保存先：「教材用フォルダ」→「研修教材」→「研修パッケージ」 
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〔研修プログラム①〕 

１ 研修のねらい 

ねらい 
児童生徒が学習活動に参加し、学習内容をよりよく理解する授業づく

りについての理解を深める。 

２ 所要時間と準備物 

所要時間 ４０分 準備物 

・パソコン 

・大型テレビまたはプロジェクター 

・動画①、動画② 

・付箋紙、台紙 

・マジック 

・振り返り用紙 

３ 研修の流れ 

時間 活動内容 

５分 
研修オリエンテーション 

 ・研修の目的と進め方を確認する。 

２０分 

活動１「『わかる授業』で大切なことについて話し合おう！」 

・動画①を視聴し、児童生徒が学習活動によりよく参加し、理解する

ための授業づくりのポイントについて話し合う。 

１０分 

活動２「『わかる授業』で大切なことを確かめよう！」 

 ・動画②を視聴し、児童生徒が学習活動によりよく参加し、理解する

ための授業づくりのポイントを確かめる。 

５分 
振り返り 

・研修を通して学んだことを「振り返り用紙」に記入する。 

「わかる授業」について考えよう！ 

～児童生徒の学習活動への参加と理解を目指して～
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４ 研修会の進行要領 

発言内容例 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・この研修は、久留米市の第三期教育改革プランの重点である「わかる授業」

についての理解を深めるための研修です。この研修では、特に、児童生徒が

学習活動に参加し、学習内容をよりよく理解する授業づくりについての理解

を深めることをねらいとしています。 

・そのために、活動１では、先生方がイメージする「わかる授業」で大切なこ

とについて話し合っていただきます。活動２では、動画を視聴し、児童生徒

が学習活動によりよく参加し理解するための授業づくりのポイントを確かめ

ます。 

活
動
１

・まず、動画を視聴していただきます。 

⇒動画①を再生する。 

・それでは、まず、児童生徒が学習活動によりよく参加し理解できる授業づく

りのポイントについて、考えを付箋紙に書いてください。 

 ⇒個人で考えてもらう。 

・これから、グループで話し合っていただきます。まず、付箋紙に書いたこと

を出し合います。出し合ったら、お互いの考えに質問し合って、共通理解を

図ります。共通理解ができたら、付箋紙を分類・整理し、見出しを付けてく

ださい。 

 ⇒グループで話し合ってもらう。 

・では、各グループで話し合ったことを交流します。 

 ⇒グループで話し合ったことを発表してもらう。 

・これで活動１を終わります。

活
動
２

・活動２では、動画を視聴し、「わかる授業」についての理解を深めていただき

ます。先程、話し合われたことと比べながら、解説を聞いてください。 

 ⇒動画②を再生する。 

・いかがだったでしょうか？先生方が話し合われたことと似ている点も多かっ

たのではないかと思います。これで活動２を終わります。 

振
り
返
り

・最後に振り返りを行います。この研修を通して学んだこと、これからやって

みようと思うことを「振り返り用紙」に記入してください。 

・以上で研修を終わります。 



－4－ 

５ 研修の実際 

（１）研修の概要 

 ・学校種………小学校 

 ・対象者………参加を希望した教員 

 ・研修区分……若手教員のための校内研修会 

 ・研修会場……教室 

（２）活動の様子 

 ■ 活動１「『わかる授業』で大切なことについて話し合おう！」 

  動画を視聴した後、「わかる授業」で大切なことについて話し合いました。 

■ 活動２「『わかる授業』で大切なことを確かめよう！」 

  動画を視聴し、「わかる授業」で大切なことについて理解を深めました。 

（３）参加した先生方の感想 

・本時のねらいや主眼を焦点化し、めあてからまとめまでのつながりを意識した授

業を行うことで、児童がスムーズに学習活動に取り組み、理解を深めることがで

きると感じました。 

・今回の研修を受けて、「わかる授業」というものが具体的にどのような授業なの

か分かりました。今後は、児童が「わかる」とはどういうことかを知りたいと思

いました。 

やはり、授業のねらいをはっきりさせ、

めあてからまとめまでがつながるよう

に授業を構成することが大切だな。

児童が何をすればよいのか確実に把握

できるような発問や指示をすることも

大切だな。



－5－ 

〔研修プログラム②〕 

１ 研修のねらい 

ねらい 
わかることの意味や児童生徒の深い理解を促すための学習活動につ

いての考えを深める。 

２ 所要時間と準備物 

所要時間 ４０分 準備物 

・パソコン 

・大型テレビまたはプロジェクター 

・動画③ 

・付箋紙、台紙 

・マジック 

・振り返り用紙 

３ 研修の流れ 

時間 活動内容 

５分 
研修オリエンテーション 

 ・研修の目的と進め方を確認する。 

１０分 

活動１「『わかることの意味』について理解しよう！」 

・動画③を視聴し、わかるとはどういうことなのか、わかることの意

味についての理解を深める。

２０分 
活動２「理解を深めるための学習活動について話し合おう！」 

 ・児童生徒の深い理解を促すための学習活動について話し合う。 

５分 
振り返り 

・研修を通して学んだことを「振り返り用紙」に記入する。 

「わかることの意味」について考えよう！ 

～児童生徒の深い理解を促す授業を目指して～
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４ 研修会の進行要領 

発言内容例 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・この研修は、久留米市の第三期教育改革プランの重点である「わかる授業」

についての理解を深めるための研修です。この研修では、特に、わかること

の意味や児童生徒の深い理解を促すための学習活動についての考えを深める

ことをねらいとしています。 

・そのために、活動１では、動画を視聴し、わかることの意味について考えて

いただきます。活動２では、児童生徒の深い理解を促すための学習活動につ

いて話し合っていただきます。 

活
動
１

・活動１では、動画を視聴し、わかることの意味について考えていただきます。

では、動画を再生しますので、ご覧ください。 

 ⇒動画③を再生する。 

・これで活動１を終わります。 

活
動
２

・活動２では、各教科等の授業で児童生徒の深い理解を促すためには、どのよ

うな学習活動に取り組ませる必要があるのか話し合っていただきます。 

・それでは、まず、児童生徒の深い理解を促すためには、どのような学習活動

に取り組ませる必要があるのか、各自で考えていただきます。自分が担当し

ている教科では、具体的にどんな学習活動に取り組ませる必要があると思う

か、付箋紙に書いてください。 

 ⇒個人で考えてもらう。 

・これから、グループで話し合っていただきます。まず、付箋紙に書いたこと

を出し合います。出し合ったら、お互いの考えに質問し合って、共通理解を

図ります。共通理解ができたら、付箋紙を分類・整理し、見出しを付けてく

ださい。 

⇒グループで話し合ってもらう。 

・では、各グループで話し合ったことを交流します。 

 ⇒グループで話し合ったことを発表してもらう。 

・これで活動２を終わります。

振
り
返
り

・最後に振り返りを行います。この研修を通して学んだこと、これからやって

みようと思うことを「振り返り用紙」に記入してください。 

・以上で研修を終わります。 
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５ 研修の実際 

（１）研修の概要 

 ・学校種………小学校 

 ・対象者………参加を希望した教員 

 ・研修区分……自主研修会 

 ・研修会場……会議室 

（２）活動の様子 

 ■ 活動１「『わかることの意味』について理解しよう！」 

  動画を視聴し、わかるとはどういうことかについて考えました。 

■ 活動２「理解を深めるための学習活動について話し合おう！」 

  各教科等の授業で児童生徒の深い理解を促すためには、どのような学習活動に

取り組ませる必要があるのか話し合いました。 

（３）参加した先生方の感想 

・「わかる」ということについて改めて考えさせられました。これまでを振り返る

と、「知っている・できる」レベルにとどまることが多かったなと反省しました。

・「わかる授業」にするためには、なぜそうなるのかを理解させることが大切だと

考えました。そのためには、具体物を使って考えさせたり、別の問題に当てはめ

て考えさせたりすることが大切だと感じました。 

「なぜそうなるのか？」と意味を考えさ

せたり、説明させたりすることが大切で

はないかな。

「わかる」とは、どういうことかなんて、

今まで考えたことがなかったな。

子供たちが理解を深め、本当にわかった

という状態になるためには、学習活動を

工夫していく必要があるな。

なぜそうなるのかをきちんと理解させ

るためには、具体物を使って考えさせる

ことが有効ではないかな。
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〔研修プログラム③〕 

１ 研修のねらい 

ねらい 
児童生徒の主体的な学びにつながる「めあて」の条件や導入場面にお

ける「めあて」のつかませ方についての理解を深める。 

２ 所要時間と準備物 

所要時間 ４０分 準備物 

・パソコン 

・大型テレビまたはプロジェクター 

・動画④、動画⑤ 

・付箋紙 

・コピー用紙（Ａ３） 

・マジック 

・振り返り用紙 

３ 研修の流れ 

時間 活動内容 

５分 
研修オリエンテーション 

 ・研修の目的と進め方を確認する。 

２０分 
活動１「『導入場面のポイント』について話し合おう！」 

・動画④を視聴し、導入場面のポイントについて話し合う。 

１０分 

活動２「『導入場面のポイント』を確かめよう！」 

・動画⑤を視聴し、児童生徒の主体的な学びにつながる「めあて」の

条件や「めあて」のつかませ方を理解する。 

５分 
振り返り 

・研修を通して学んだことを「振り返り用紙」に記入する。 

「導入場面のポイント」について考えよう！
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４ 研修会の進行要領 

発言内容例 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・この研修は、久留米市の第三期教育改革プランの重点である「わかる授業」

についての理解を深めるための研修です。この研修では、特に、導入場面の

ポイントについての理解を深めることをねらいとしています。 

・そのために、活動１では、動画を視聴し、「導入場面のポイント」について話

し合っていただきます。活動２では、動画を視聴し、児童生徒の主体的な学

びにつながる「導入場面のポイント」についての理解を深めていただきます。

活
動
１

・まず、動画を視聴していただきます。 

⇒動画④を再生する。 

・それでは、まず、児童生徒の主体的な学びにつながる「めあて」の条件と「め

あて」のつかませ方について、考えを付箋紙に書いてください。 

 ⇒個人で考えてもらう。 

・これから、グループで話し合っていただきます。まず、付箋紙に書いたこと

を出し合います。出し合ったら、お互いの考えに質問し合って、共通理解を

図ります。共通理解ができたら、付箋紙を分類・整理し、見出しを付けてく

ださい。 

 ⇒グループで話し合ってもらう。 

・では、各グループで話し合ったことを交流します。 

 ⇒グループで話し合ったことを発表してもらう。 

・これで活動１を終わります。

活
動
２

・活動２では、動画を視聴し、児童生徒の主体的な学びにつながる「導入場面

のポイント」についての理解を深めていただきます。先程、話し合われたこ

とと比べながら、解説を聞いてください。 

 ⇒動画⑤を再生する。 

・いかがだったでしょうか？先生方が話し合われたことと似ている点も多かっ

たのではないかと思います。これで活動２を終わります。 

振
り
返
り

・最後に振り返りを行います。この研修を通して学んだこと、これからやって

みようと思うことを「振り返り用紙」に記入してください。 

・以上で研修を終わります。 
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５ 研修の実際

（１）研修の概要 

 ・校種…………小学校 

 ・対象者………参加を希望した教員 

 ・研修区分……若手教員のための校内研修会 

 ・研修会場……図書室 

（２）活動の様子 

 ■ 活動１「『導入場面のポイント』について話し合おう！」 

動画を視聴した後､「どんなめあてを設定すればよいのか」「どのようにめあて

をつかませればよいのか」について話し合いました。

 ■ 活動２「『導入場面のポイント』を確かめよう！」 

  動画を視聴し､「導入場面のポイント」についての理解を深めました。

（３）参加した先生方の感想 

・めあてを設定する際には、内容分析が大切だということがよく分かりました。動

画の中の「追究する方向の焦点化」という言葉が心に残りました。焦点化された

めあてが例示されていたので、分かりやすかったです。 

・教科や内容に適しためあてのつかませ方があるとわかりました。やはり、教材分

析が重要だと感じました。交流のさせ方についても、めあての設定と同様に難し

さを感じているので､研修してみたいです。 

内容分析に基づいてめあてを設定した

り、前時学習と比較しながらめあてをつ

かませたりすることが大切なんだな。

前時学習で生まれた次の学習への期待

感からめあてをつかませることもでき

るんだな。
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〔研修プログラム④〕 

１ 研修のねらい 

ねらい 
交流場面において、児童生徒の対話的な学び、深い学びを生み出すた

めの話合い活動の仕組み方について理解を深める。 

２ 所要時間と準備物 

所要時間 ４０分 準備物 

・パソコン 

・大型テレビまたはプロジェクター 

・動画⑥、動画⑦ 

・付箋紙 

・コピー用紙（Ａ３） 

・マジック 

・振り返り用紙 

３ 研修の流れ 

時間 活動内容 

５分 
研修オリエンテーション 

 ・研修の目的と進め方を確認する。 

２０分 

活動１「『交流場面のポイント』について話し合おう！」 

・動画⑥を視聴し、児童生徒が学習活動によりよく参加し理解するた

めの交流場面のポイントについて話し合う。 

１０分 

活動２「『交流場面のポイント』について確かめよう！」 

・動画⑦を視聴し、児童生徒が学習活動によりよく参加し理解するた

めの交流場面のポイントを確かめる。

５分 
振り返り 

・研修を通して学んだことを「振り返り用紙」に記入する。 

「交流場面のポイント」について考えよう！



－12－ 

４ 研修会の進行要領 

発言内容例 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・この研修は、久留米市の第三期教育改革プランの重点である「わかる授業」

についての理解を深めるための研修です。この研修では、特に、交流場面の

ポイントについての理解を深めることをねらいとしています。 

・そのために、活動１では、先生方がイメージする交流場面で大切なことにつ

いて話し合っていただきます。活動２では、動画を視聴し、「交流場面のポ

イント」を確かめます。 

活
動
１

・まず、動画を視聴していただきます。 

⇒動画⑥を再生する。 

・それでは、まず、交流場面で大切なことについて、考えを付箋紙に書いてく

ださい。 

 ⇒個人で考えてもらう。 

・これから、グループで話し合っていただきます。まず、付箋紙に書いたこと

を出し合います。出し合ったら、お互いの考えに質問し合って、共通理解を

図ります。共通理解ができたら、付箋紙を分類・整理し、見出しを付けてく

ださい。 

 ⇒グループで話し合ってもらう。 

・では、各グループで話し合ったことを交流します。 

 ⇒グループで話し合ったことを発表してもらう。 

・これで活動１を終わります。

活
動
２

・活動２では、動画を視聴し、「交流場面のポイント」についての理解を深め

ていただきます。先程、話し合われたことと比べながら、解説を聞いてくだ

さい。 

 ⇒動画⑦を再生する。 

・いかがだったでしょうか？先生方が話し合われたことと似ている点も多かっ

たのではないかと思います。これで活動２を終わります。 

振
り
返
り

・最後に振り返りを行います。この研修を通して学んだこと、これからやって

みようと思うことを「振り返り用紙」に記入してください。 

・以上で研修を終わります。 
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５ 研修の実際 

（１）研修の概要 

 ・学校種………中学校 

 ・対象者………参加を希望した教員 

 ・研修区分……校内研修会 

 ・研修会場……図書室 

（２）活動の様子 

 ■ 活動１「『交流場面のポイント』について話し合おう！」 

  動画を視聴した後、「交流場面のポイント」について話し合いました。 

■ 活動２「『交流場面のポイント』について確かめよう！」 

  動画を視聴し、「交流場面のポイント」について理解を深めました。 

（３）参加した先生方の感想 

・話合いの課題を設定する際に、ズレを意識させること、「なぜだろう」「不思議だ

な」と感じさせることができていなかったように思います。生徒がズレを意識で

きる課題を設定したいと思いました。 

・「思考ツール」の種類や使用法などについて学びたいと思いました。そして、授業

に思考ツールを活用して、子供たちの思考を深めるような話合い活動を仕組みた

いです。 

活発な交流活動にするためには、意図的

に小集団を作ったほうがいいかもしれ

ないな。

子供たちが何について話し合うのか、き

ちんとわかるような課題を設定しない

といけないよね。

動画を視聴して、教師の評価を子供たち

が気にしているという点では、他の生徒

の反応も気にしているのかなと思いま

した。そのためにも、子供たちが発表し

てよかったと思える反応を教師がする

ことも、改めて大事だなと思いました。
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授業改善サイクルを踏まえた授業研究 

各学校で「わかる授業」を展開するためには、授業改善サイクルを踏まえて授業

研究を実施し、日々の授業改善と授業力の向上を図ることが大切になります。 

授業改善サイクルを踏まえた授業研究は、通常の授業研究と同様に、「①事前検討

会」「②授業参観」「③授業整理会」という流れで進めていきます。 

「①事前検討会」では、授業者と参加者で意見を交換し、実践する授業のねらい

を明確にしたり、ねらいにせまるための学習活動や手立てを構築したりします。 

「②授業参観」では、授業者が構想に基づいて授業を実践するとともに参加者が

児童生徒の姿から授業の成果と課題を分析しながら参観します。 

「③授業整理会」では、授業者と参加者で授業の成果と課題について話し合いま

す。その際、授業の問題点や原因を追究し、改善の方向性を明確にすることが特に

重要になります。

「わかる授業」を目指す授業研究の進め方 
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「わかる授業」を目指す授業研究の効果的な進め方 

授業研究に取り組む上で、次のような課題を感じている方も多いと思います。 

 このような課題を解消し、授業研究を効果的に進めるためには、次の３つの視点

から工夫する必要があります。 

この３つの視点から授業研究の進め方を再構成したのが、下に示す効果的な授業

研究の進め方です。この授業研究は、「模擬授業を生かした事前検討会」「授業参観

シートを活用した授業参観」「ワークショップ型の授業整理会」で構成しており、参

加者が、授業研究に意欲的、協働的に参加し、授業改善に向けたよりよい考えを生

み出すことができるようになっています。次ページ以降を参考にしながら、実践し

てみてください。

〔焦点化〕・・・ポイントを絞って授業を参観したり話し合ったりする。

〔具体化〕・・・具体的な児童生徒の姿や学習活動を基に話し合う。

〔活性化〕・・・参加者同士のコミュニケーションを活発にする。

授業研究に取り組む上での課題（例）

・発言者に偏りがあり、全員が主体的に参加しているとは言えない。

・様々な視点から意見が飛び交い、話し合いが深まらない。

・様々な授業の課題が出されるが、改善の具体的な方向性が示されない。

・抽象的な言葉が飛び交い、共通理解がないままに話合いが進む。など
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１ 期待できる効果 

効果 

・教材や教具、学習ノート、発問など具体的に授業をイメージしながら授

業の構想を検討することができる。 

・授業者は、参加者の反応を基に、実際の子供の反応や思考の流れを想定

しながら授業の構想を修正することができる。

２ 準備物 

準備物 

・授業で用いる教具（学習ノート、資料 等） 

・板書計画 

・学習指導略案（本時のねらい及び、大まかな発問計画 等） 

※ 学習指導略案は、「子供役」以外の参加者に配布する 

３ 進め方 

手 順 時間 内 容 ・ 留 意 点 

オリエン 

テーション
５分 

① 模擬授業のねらい、目的の確認 

② 授業者からの確認（前時までの既習内容 等） 

③ 役割分担（子供役、分析役、授業全体観察 等）の確認 

模擬授業 ２０分 

※研究主題・副題に応じて、ポイントを絞った模擬授業を行う。

【授業者】 

・各段階の活動のねらいを達成するために、具体的な指示・ 

発問、板書を行う。 

【子供役】 

・授業者の指示や発問に対して、反応を素直に表現する。 

【分析役】（研究推進部） 

・ねらい達成のための手だての有効性に絞って参観する。 

【授業全体】（教科主任、管理職） 

 ・教科の本質、教科の特性という視点から参観する。

協 議 ３５分 

① 授業者からの説明（３分） 

② 参加者からの質問（５分） 

③ グループ討議（２０分） 

・各役割に沿って授業の課題と改善策を中心に検討する。 

④ まとめ（５分） 

・教科主任や管理職が、全体的な助言をする。 

⑤ 確認（２分） 

・授業研究の本時に向けて、課題や改善策などを確認する。 

【オリエンテーションの進め方】 

模擬授業を生かした事前検討会
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【分析役】 

ねらいの妥当性、めあての

設定、ねらいを達成するため

の手だての有効性に絞って、

模擬授業の様子を観察しま

す。

 まず、進行役の教師が、今回の模擬授業のねらいと大まかな流れ、参加者の役割を確

認します。次に、授業者が、単元計画と本時の主眼、導入の活動の大まかな説明をしま

す。その際、模擬授業を円滑なものにするために、子供達が前時までに身につけている

知識・技能などを的確に伝えるとともに、本時の中心場面までの展開を参加者全員で共

通理解することが重要です。 

【模擬授業（中心活動場面）の進め方】 

本時の中心場面に絞って模擬授業を行います。子供役の教師は、前時までの既習内容

や中心場面までの流れを理解した上で参加することが重要です。また、分析役の教師は、

研究推進や教科主任（もしくは管理職）という自分の立場を意識して参観する必要があ

ります。研究推進の担当者は、自校の研究主題と照らして、学習活動や手だての有効性

を見取ります。教科主任は、教科等の本質と照らして学習活動のねらいや手だての妥当

性を検討しながら参観していきます。 

【協議の進め方】 

 効率的に協議を進めるためには、下記のように自分の役割を意識して積極的に意見を

【子供役】 

児童生徒の視点で参観し、

授業者の発問、指示、板書が

わかり易いか、わかり難いか、

素直に反応を表現します。

「本時の授業は、中学校２学年の比較級・最上級

についての学習です。」       【場面】 

「子供達は、前時までに、-er を使って比較し 

たり、-est を使って最も程度が高いものを表 

すことを学習しています。」   【既習内容】 

「本時では、範囲を表す in と of の使い分けを理 

解し、-est を使って、『最も～だ。』と説明でき

るようにすることをねらいとしています。」 

   【本時のねらい】 

「今日は、・・・の場面を中心に模擬授業を行いま

すので、・・・の状態からスタートします。」 

【中心場面の確認】 
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個々の生徒に役割をもたせ、生徒一人一人を大

切にした授業になっていると思います。 

ただし、ねらいの達成につなげるためには、…

する工夫が必要だと考えます。 

授業研究の本時までに、今回の協議で出された

課題や改善策を踏まえて、授業構想を見直してお

いて下さい。

述べることが重要になります。 

《役割に応じた意見の述べ方》 

◎子供役 

 子供役の教師は、実際に学習活動に参加してみて感じたことを基に、授業の問題点や

改善策を述べます。特に、発問、指示、説明といった教師の指導言のわかりやすさ、学

習シートや教具の使いやすさ、板書のわかりやすさといった点から意見を述べると、授

業者にとっては大変参考になります。 

（ポイント：板書・発問・資料や学習シートのわかりやすさ、活動の円滑さ 等） 

◎分析役（研究推進担当者） 

分析役の教師は、本時のねらいと照らして、学習活動や手だて（研究主題に関わるも

の）の有効性を検討しながら模擬授業を参観します。そこで、中心となる学習活動や手

だて、発問が本時でねらう子供の姿を育てるものになりえているのか、どのようにすれ

ばよいのか、客観的な立場で意見を述べます。 

（ポイント：全体の流れ、ねらいの達成、手だての有効性、見いだされた課題 等） 

◎分析役（教科主任・管理職） 

 特に中学校では、専門教科の先生（もしくは管理職）から、教科の本質に関わる助言

をいただくと内容が深まります。 

※ 協議の中で、本時の各段階で目指す児童生徒の姿を具体化し、「授業参観シート」に

反映することで、視点を明確にした授業参観を行うことができます。 

『～の中で』と範囲を表すと

きの、in と of の使い分けの

説明が、生徒としてはわかり

難かったので、「○○」とい

うように説明した方がいい

と思います。

交流場面での資料は、班に１枚だ

けだったので、話し合いにくかった

です。もう１枚あればもっと円滑な

交流になると思います。
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１ 期待できる効果 

効果 

・本時展開における各段階で目指す児童生徒の姿に照らし合わせながら授

業を参観することができ、授業整理会においても目指す児童生徒の姿を

中心に据えながら意見交流ができる。 

・授業者の指導言（発問や説明、指示等）や手だての有効性を◎・○・△ 

や割合で表すことで、授業の成果と課題が明確となる。

２ 準備物 

準備物 ・授業参観シート 

３ 進め方 

基本的には授業参観シートを活用しながら個々の立場で授業を参観します。ただし、

次のように３つのグループに分け、役割を分担してデータを収集することで、より詳細

なデータが集まり、効果的な授業整理会を行うことができます。

役 割 内  容  

授業者の 

指導言

発問や説明、指示、児童生徒の発言に対する受け答えなど、授業者の発言

を中心に記録したり、分析したりする。 

児童生徒 

の反応 

発問に対する考えだけでなく質問や反対意見など発言はもちろん、うなず

きや沈黙、戸惑いなど授業中における抽出児（抽出グループ）の様相を記録

したり、分析したりする。 

写真

ビデオ 

児童生徒や授業者の発言や表情、板書や教室環境などを写真やビデオを使

って記録する。

授業参観シートを活用した授業参観 
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４ 授業参観シートの例 

□ 年 □ 組 国語 指導者：        参観者（           ） 

単元 「□□□□□□□□□□□□□□□□」

主眼 ○ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□。

○ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□。 

段階 目指す児童生徒の姿 参観者の判断

判断された根拠 

※児童生徒の姿を具体的に記述して 

下さい 

つ 

か 

む 

☆１〔比較検討〕 

第四・五段落の必要性の有無

について、○か×かの自分の

立場を積極的に決定し、めあ

てをつかんでいる。

◎・○・△ 

深 

め 

る 

☆２〔グループ交流〕 

根拠とともに自分の考えを

出し、うなずいたり、質問し

たりしていて考えを広げて

いる。 

◎・○・△ 

☆２〔学級全体での交流〕 

観点変更の発問に対して反

応し線を引いたり、考えをノ

ートに書いたりして自分の

考えを深めている。 

◎・○・△ 

本時授業を総括して、主眼達成の状況を判断された根拠を記述して下さい。 主眼達成 

割

※目指す児童生徒の姿と実際の子

供の姿を比較して、◎・○・△

の３段階で学級全体を総合的に

評価する。

※授業整理会では、△が集中した

部分を中心に意見交流を行い、

改善策を見出していく。

※事前検討会で協議した結果を踏まえて、各段階

における目指す児童生徒の姿を記述する。
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１ 期待できる効果 

効果 

・少人数のグループで協議を行うため、参加者全員が意見を出しやすくな

り、協議を活性化することができる。

・色付箋紙やワークシートを用いることで、参加者の考えを分類・整理した

り授業の問題場面を焦点化したりしながら、授業改善に向けて効果的に協

議を進めることができる。

２ 準備物 

準備物 

・付箋紙…水色・黄・ピンクを１人各色５枚程度 

・ワークシート…１グループ１枚 

・太字水性ペン…黒・赤・青・緑など 

・タイマー

３ 進め方 

手 順 時間 内 容 

進め方の説明 ５分 ・司会者が協議のねらいや進め方を説明する。 

授業者の自評 ５分 ・主眼の達成状況と手だての有効性を中心に自評を述べる。 

質疑応答 ５分 ・参観者が授業者へ質問を行う。 

付箋紙への記入 １０分
・授業参観シートを基に授業を振り返り、授業の成果と課題 

を付箋紙に記入する。 ※ １人５枚程度 

グループ協議 ２５分

・付箋紙をワークシートに貼りながら考えを出し合う。 

・同じ内容の付箋紙をペンで囲み、分類・整理する。 

・課題が多く集まった授業場面や内容を取り上げ、原因と改 

善策について話し合う。 

全体協議 １５分

・各グループで協議した内容を報告する。 

・各グループの報告を受け、司会者が全体で協議する授業場 

面や内容を選定し、原因と改善策について話し合う。 

・司会者が、協議のまとめをする。 

※ 必要に応じて、外部講師や管理職から指導助言を受ける。

振り返り ５分 
・授業や協議会を受けて、今後の授業づくりに活かすために、

「振り返りシート」に実践事項をまとめる。 

ワークショップ型の授業整理会 
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〔授業者の自評のポイント〕 

自評では、学習ノートや学習中の児童生徒の姿を基にしながら、本時の主眼の達成 

状況と手だての有効性を中心に述べることが大切です。 

自評の述べ方の順序 

① 学習指導案を基に、本時の主眼の再確認をします。 

② 本時の主眼の達成状況を、授業中の児童生徒の姿を基に説明します。 

③ 各段階のねらいに迫る手だての有効性を授業中の児童生徒の姿で説明します。 

④ 手だての有効性が不十分だった場合には、改善策を具体的に説明します。 

〔付箋紙への記入のポイント〕

「教師の支援(ピンク)、子供の姿(黄)」、「よさ(ピンク)、課題(水色)、改善策(黄)」 

等、観点ごとに色分けをして記入するようにします。 

また、付箋紙には、１枚の付箋紙に１項目ずつ記入し、その際、具体的かつ端的な 

文章で書くようにします。 

付箋紙の記入例 

【効果的な協議の進め方のポイント】 

ワークショップ型の授業整理会については、すでに取り入れている学校も多いと思 

います。しかし、意見が活発に出されても、授業の問題場面の原因を明確にして、具 

体的な改善策を見出すことについては課題も多いのではないかと思います。 

そこで、次のような手順で協議を進めると、効果的に具体的な改善策を明らかにす 

ることができます。 

〔手順１ 協議の中心の明確化〕 

① 付箋紙を 1人１枚ずつワークシートに貼りながら考えを出し合います。その際、 

同じ内容の付箋紙を持っている者は、その都度、同じ場所に貼っていきます。 

② 付箋紙に記述された内容について、不明な点があれば、お互いに質問をし合い、 

共通理解を図ります。 

（よさ）

自分の考えを進んで友達

に説明し、友達の考えも聞

くことができていた。

（課題）

数名の生徒は、課題に対し

て意欲的に取り組めてい

なかった。

（改善策）

子供の興味関心を高める

ために、結果を予想する場

面を設定する。

「学習意欲の温度差」と書いてあります

が、そう感じた理由をもう少しくわしく

説明してもらえますか。 

交流場面で、○班と○班については、一

部の生徒が班員の呼びかけにも応じず、

交流に参加していなかったからです。 
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③ 同じ内容の付箋紙をペンで囲み、成果や課題を 

分類・整理し、協議の中心に据える問題場面を明 

確にします。その際、分類・整理した内容には、 

「教材の工夫」や「グループ・班での交流」など 

と関連するキーワードを書き込みます。 

【問題場面の明確化】

〔手順２ 問題場面の原因の明確化〕 

 課題が多く集まった授業場面や内容について、その原因を話し合います。 

〔手順３ 改善の方向性の明確化〕

① 課題についての具体的な改善策を話し合います。 

班で話し合う際の机の

配置にも原因があると

思います。 

交流がスムーズにできなかっ

たのは、交流の目的と方法を、

生徒が理解できていなかった

ためだと思います。 

班の中で、役割分担をさせ、進行マニュ

アルにそって交流させてはどうでしょ

うか。 

机の配置を 

にしてはどうですか。

交流の前に｢個で思考する時

間｣を確保したり、｢交流の目

的とやり方｣を丁寧に説明し

たりするとよいのではないで

しょうか。 

右のワークシートを見てみると、青色の付箋

紙（課題）が、協同学習の場面の「生徒への指

示」に集中しています。そこで、生徒の活動を

促すための「生徒への指示」を中心に協議を進

めていきます。 
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② グループ協議の結果を、発表者がワークシートを使って説明します。その際、よ 

さについては簡単に触れる程度とし、課題と改善策を中心に説明します。また、前 

のグループと同じ内容は省略し、１グループ２分程度で説明します。 

③ 司会者が、各グループの報告を受け、全体で 

協議する授業場面や内容を選定し、原因と改善 

策について話し合います。 

④ 司会者が、協議のまとめをします。その際、授業改善 

につなげるためには、授業の改善策や全体で取り組む事 

項を確認することが重要になります。また、必要に応じ 

て、外部講師や管理職から指導助言を受けると、さらに 

研修を充実させることができます 

⑤ 授業や整理会を受けて、今後の授業づくりに活かすために、「振り返りシート」に 

実践事項をまとめます。その際、授業改善につなげるためには、「いつ、何を、どの 

ように」実践するのかについて具体的に記入することが大切です。 

【授業参観シートを生かしたワークシート活用のポイント】 

付箋紙によるワークショップ型の協議をする場合、次のようなワークシートがあり 

ます。学校の実態や目的に応じたものを選択することが大事です。

ア 〔マトリクス法〕 

あらかじめ協議の視点を定めて、その視点

に集中して、よさや課題、改善策について 

協議します。 

付箋紙を貼り付ける枠が固定されている

ので、誰でも取り組みやすくなります。 

イ 〔拡大指導案法〕 

あらかじめ本時指導案を拡大コピーして

おき、直接付箋紙を貼り付けます。

指導案と実際の授業を対比しながら進め

ることができます。 

よ
さ
・
成
果

改
善
策

見通す活動 振り返る活動 その他

課
題

よ
さ
・
成
果

改
善
策

見通す活動 振り返る活動 その他

課
題

導

入

終

末

学 習 活 動 ね ら い ・ 手 だ て 評 価

展

開

導

入

終

末

学 習 活 動 ね ら い ・ 手 だ て 評 価

展

開

各グループから出された意見で共

通した○○について、焦点化して話

し合います。 

授業改善として、○○をやっていくということでよいですか。それぞれ

の授業で取り組みながら、さらに改善していきましょう。 
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